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和 文 要 旨  

【 目 的 】 片 側 頚 部 内 頚 動 脈 狭 窄 症 の 脳 血 流 評 価 に お け る

2 D - p e r f u s i o n 解 析 の 有 用 性 を 検 討 し た 。  

【 方 法 】 対 側 に 有 意 狭 窄 の な い 片 側 頚 部 内 頚 動 脈 狭 窄 症 に 対 し て 、

脳 血 管 撮 影 時 の 2 D - p e r f u s i o n 解 析 と 、 ア セ タ ゾ ラ ミ ド 負 荷

1 2 3 I - i o d o a m p h e t a m i n e  S P E C T を 施 行 し た 症 例 を 対 象 と し た 。

2 D - p e r f u s i o n で え ら れ た パ ラ メ ー タ ー に つ い て 正 常 側 に 対 す る 病 変

側 の 比 と 、 S P E C T の S t e r e o t a c t i c  e x t r a c t i o n  e s t i m a t i o n（ S E E） 解

析 で 算 出 さ れ た 値 と の 関 連 を 統 計 学 的 に 検 討 し た 。  

【 結 果 】2 D - p e r f u s i o n で の 造 影 剤 の ピ ー ク 到 達 時 間（ T i m e  t o  P e a k）、

造 影 剤 の 充 満 時 間 （ M e a n  T r a n s i t  T i m e）に つ い て 正 常 側 に 対 す る 病

変 側 の 比 は 、 S E E 解 析 で の S t a g eⅡ と I n c r e a s e  R a t i o < - 3 0 %を 足 し

た 領 域 の 割 合 と 有 意 に 正 の 相 関 を 呈 し た （ p = 0 . 0 0 2 ,  0 . 0 0 3）。  

【 結 論 】片 側 頚 部 内 頚 動 脈 狭 窄 症 に お い て 2 D - p e r f u s i o n 解 析 で 高 度

脳 循 環 予 備 能 低 下 領 域 の 程 度 を 推 測 で き る 可 能 性 が あ る 。  

  



本 文  

「 緒 言 」  

頚 部 内 頚 動 脈 狭 窄 症 に お い て は プ ラ ー ク の 不 安 定 性 の 評 価 と と も

に 、脳 血 流 状 態 を 評 価 す る こ と が 虚 血 性 脳 卒 中 の 予 測 、治 療 の 適 応 、

血 行 再 建 術 後 の 過 灌 流 予 測 に 重 要 で あ る 1 - 6 。 脳 血 流 評 価 に は

P o s i t r o n  E m i s s i o n  To m o g r a p h y （ P E T ） や ア セ タ ゾ ラ ミ ド

（ a c e t a z o l a m i d e ： A C Z ） 負 荷 S i n g l e  P h o t o n  E m i s s i o n  C o m p u t e d  

To m o g r a p h y（ S P E C T）が 用 い ら れ る が こ と が 多 い 。し か し 、施 設 に

よ っ て は 施 行 で き な い 場 合 や 、 ま た 本 邦 で は S P E C T で の A C Z 使 用

は 適 応 外 使 用 に あ た り 、 重 篤 な 副 作 用 の 報 告 も み ら れ る 7 ,  8 こ と よ

り そ の 他 の 方 法 で の 脳 循 環 予 備 能（ c e r e b r o v a s c u l a r  r e s e r v e：C V R）

の 予 測 法 も 提 唱 さ れ て い る 9 。  

脳 血 管 撮 影 の 画 像 を 基 に 脳 血 流 評 価 が 行 え る ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ

フ ト （ 2 D - p e r f u s i o n ： A l l u r a C l a r i t y  F D 2 0 / 1 5  a n d  I n t e r v e n t i o n a l  

W o r k s p o t ,  P h i l i p s  H e a l t h c a r e ,  B e s t ,  N e t h e r l a n d s） が あ る が 、 そ の

有 用 性 に つ い て の 報 告 は 少 な く 1 0 - 1 2 、 評 価 法 は 確 立 し て い な い 。  

本 研 究 で は 片 側 頚 部 内 頚 動 脈 狭 窄 症 に お い て 、 2 D - p e r f u s i o n と

A C Z 負 荷 S P E C T と の 相 関 を 検 証 し た 。  

 

「 対 象 と 方 法 」  

 本 研 究 は 当 施 設 の 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 受 け 、 脳 血 管 撮 影 と

A C Z 使 用 の イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト を 全 て の 患 者 か ら 取 得 し た 。 

＜ 患 者 ＞  

当 施 設 に て 2 0 1 6 年 11 月 か ら 2 0 1 9 年 4 月 ま で に 脳 血 管 撮 影 時 の



2 D - p e r f u s i o n と A C Z 負 荷 1 2 3 I - i o d o a m p h e t a m i n e（ I M P）  S P E C T を

同 時 期 に 施 行 し た 頚 部 内 頚 動 脈 狭 窄 症 2 8 例 を 対 象 と し た 。 そ の う

ち 、 2 D - p e r f u s i o n も し く は S P E C T が 解 析 に 不 十 分 な 3 例 、 正 常 側

の 定 義 を 満 た さ な い 11 例 を 除 外 し 、 1 4 例 を 解 析 対 象 と し た 。 正 常

側 の 定 義 は 、頚 部 内 頚 動 脈 か ら 中 大 脳 動 脈（ m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y：

M C A） に 至 る 頭 蓋 内 外 血 管 で N o r t h  A m e r i c a n  S y m p t o m a t i c  C a r o t i d  

E n d a r t e r e c t o m y  T r i a l （ N A S C E T ） 法 も し く は Wa r f a r i n  A s p i r i n  

S y m p t o m a t i c  I n t r a c r a n i a l  D i s e a s e（ WA S I D） 法 に お い て 5 0％ 以 上

の 有 意 狭 窄 が な い こ と と し た 。  

＜ 2 D - p e r f u s i o n（ F i g .  1） ＞  

大 腿 動 脈 も し く は 上 腕 動 脈 穿 刺 で 行 わ れ た 脳 血 管 撮 影 時 に 、 4 F r

ピ ッ グ テ ー ル カ テ ー テ ル （ C o o k  M e d i c a l ,  B l o o m i n g t o n ,  I N ,  U S A）

を 上 行 大 動 脈 内 に 留 置 し 、 2 0 m l の 造 影 剤 を 毎 秒 1 0 m l で 注 入 し て え

ら れ た 前 後 像 を 用 い て 2 D - p e r f u s i o n 解 析 を 行 っ た 。そ の 画 像 に 正 中

線 を 設 定 し 、 両 側 の M C A 領 域 に 左 右 対 称 の 関 心 領 域 を 設 定 し 、 時

間 -濃 度 曲 線 を 描 い た （ F i g .  1 A ）。 え ら れ た 時 間 -濃 度 曲 線 か ら は 両

側 の 関 心 領 域 に お い て 、 造 影 剤 の 到 達 時 間 （ A r r i v a l  T i m e： AT）、 造

影 剤 の ピ ー ク 到 達 時 間 （ T i m e  t o  P e a k ： T T P ）、 造 影 剤 の 充 満 速 度

（ W a s h - i n  R a t e： W i R）、 造 影 剤 の 滞 留 時 間 （ W i d t h）、 造 影 剤 の 到 達

量（ A r e a  U n d e r  t h e  C u r v e： A U C）、造 影 剤 の 充 満 時 間（ M e a n  T r a n s i t  

T i m e： M T T） が 自 動 計 算 さ れ る （ F i g .  1 B）。 今 回 、 我 々 は 各 パ ラ メ

ー タ ー の 病 変 側 と 正 常 側 の 比 を と り そ れ ぞ れ を r AT,  r T T P,  r W i R ,  

r W i d t h ,  r A U C ,  r M T T と し た 。  

＜ A C Z 負 荷 1 2 3 I - I M P  S P E C T＞  



 1 点 動 脈 採 血 を 行 い 、安 静 時 お よ び A C Z 負 荷 を 一 回 の 検 査 で 行 う

d u a l  t a b l e  A R G 法 で 施 行 し た 。 S t e r e o t a c t i c  e x t r a c t i o n  e s t i m a t i o n

（ S E E） 解 析 1 3 を 行 い 、 M C A 領 域 で 高 度 C V R 低 下 を 示 す 、 S t a g e

Ⅱ と I n c r e a s e  R a t i o（ I .  R） < - 3 0 %の 領 域 の 割 合 を 算 出 し た 。 ま た

M C A 領 域 全 体 の C V R も 用 い た 。  

＜ 統 計 学 的 解 析 ＞  

 2 D - p e r f u s i o n と S P E C T で え ら れ た 値 に つ い て ス ピ ア マ ン の 相 関

係 数 （ r） を 算 出 し た 。 r≧ 0 . 7 0 も し く は r≦ - 0 . 7 0 を 強 い 相 関 あ り と

定 義 し 、 ま た p＜ 0 . 0 5 を 統 計 学 的 に 有 意 と し た 。  

 

「 結 果 」  

 登 録 症 例 は 男 性 1 2 例 、女 性 2 例 で 平 均 年 齢 は 7 2 歳（ 5 6～ 8 7 歳 ）

で あ っ た 。 病 変 側 は 右 側 1 2 例 、 左 側 2 例 で N A S C E T 法 の 狭 窄 率 で

は 平 均 7 1 %（ 5 3～ 9 1％ ） で あ っ た （ Ta b l e .  1）。  

 ス ピ ア マ ン の 相 関 係 数 の 結 果 を 示 す （ Ta b l e .  2）。 2 D - p e r f u s i o n で

の r T T P と S P E C T で の S t a g eⅡ と I .  R < - 3 0 %を 足 し た 領 域（ r =  0 . 7 5 ,  

p =  0 . 0 0 2）、 r M T T と S t a g eⅡ + I .  R < - 3 0 %の 領 域 （ r =  0 . 7 2 ,  p = 0 . 0 0 3）

に て 強 い 相 関 を 示 し た（ F i g .  2）。ま た 、r W i d t h と S t a g eⅡ + I .  R < - 3 0 %

の 領 域 （ r =  0 . 6 5 ,  p = 0 . 0 1 2） が 正 の 相 関 傾 向 を 、 r W i d t h と M C A 領 域

全 体 の C V R（ r = - 0 . 6 7 ,  p = 0 . 0 0 9） が 負 の 相 関 傾 向 を 示 し た 。  

 

「 症 例 提 示 」  

症 例 N o .  3（ F i g .  3）  

患 者 ： 7 0 歳 、 男 性  



 右 眼 の 一 過 性 黒 内 障 を 主 訴 と し た 右 脳 梗 塞 発 症 、M R A お よ び 頚 部

エ コ ー で 右 頚 部 内 頚 動 脈 の 高 度 狭 窄 を 認 め た 。 急 性 期 脳 梗 塞 の 治 療

を 先 行 し 、 発 症 か ら 3 か 月 後 に 脳 血 管 撮 影 と A C Z 負 荷 1 2 3 I - I M P  

S P E C T を 施 行 し た 。  

 右 頚 部 内 頚 動 脈 は 偽 閉 塞 状 態 で あ っ た （ F i g .  2 A ）。 ま た

2 D - p e r f u s i o n を 行 う と 両 半 球 間 の 時 間 - 濃 度 曲 線 の 差 が あ り （ F i g .  

2 B）、 r M T T が 1 . 4 8、 r T T P が 1 . 4 3、 r W i d t h が 1 . 5 3 と な っ た 。  

 S E E 解 析 で は 病 変 側 M C A 領 域 の S t a g e Ⅱ + I .  R < - 3 0 % の 割 合 は

5 7 . 1 %、M C A 領 域 全 体 の C V R は - 3 . 7 %と 高 度 低 下 を 示 し て い た（ F i g .  

2 C）。  

 

「 考 察 」  

 本 研 究 に お い て 、 我 々 は 片 側 頚 部 内 頚 動 脈 狭 窄 症 に お け る

2 D - p e r f u s i o n で の r T T P と r M T T が 、 A C Z 負 荷 1 2 3 I - I M P  S P E C T で の

S E E 解 析 に お い て 高 度 C V R 低 下 を 示 す S t a g eⅡ + I .  R < - 3 0 %の 領 域 の

程 度 と 強 い 相 関 が あ る こ と を 示 し た 。 こ れ ま で に 2 D - p e r f u s i o n と

S P E C T の C V R 低 下 の 相 関 を 検 討 し た 報 告 は な く 、 2 D - p e r f u s i o n が

既 存 の C V R 評 価 検 査 の 代 替 と な る 可 能 性 が あ る 。  

今 回 の 検 討 症 例 で S t a g eⅡ + I .  R < - 3 0 %の 領 域 が 9 %を 超 え る 、特 に

C V R 低 下 領 域 が 広 い 症 例 を 抽 出 す る R e c i e v e r  O p e r a t o r i n g  

C h a r a c t e r i s t i c（ R O C） 曲 線 を 描 き 、 r T T P と r M T T そ れ ぞ れ の カ ッ

ト オ フ 値 を 1 . 1 3、 1 . 0 9 と す る と そ れ ぞ れ の 感 度 、 特 異 度 は 1 . 0 0、

0 . 8 5 7 と 0 . 8 5 7、0 . 8 5 7 と な り 臨 床 上 で 参 考 に す る 基 準 値 と な り う る

（ F i g . 4）。T T P と M T T は 造 影 剤 が 脳 組 織 を 灌 流 す る 時 間 に 依 存 す る



パ ラ メ ー タ ー で あ り C V R を 直 接 評 価 し て い る 訳 で は な い 。 し か し 、

こ れ ま で に 浅 井 ら の バ ル ー ン 閉 塞 試 験 時 の 2 D - p e r f u s i o n に お い て

両 半 球 に 関 心 領 域 を 設 定 し た 検 討 で も 、非 耐 性 群 で は 閉 塞 側 の T T P,   

M T T が 反 対 側 の そ れ ら よ り 有 意 に 延 長 し て い た と 報 告 さ れ て お り 1 1 、

こ れ ら の パ ラ メ ー タ ー は C V R 低 下 に よ る 虚 血 耐 性 の 低 下 を 予 測 で

き る 可 能 性 が 高 い 。  

2 D - p e r f u s i o n の 他 の 評 価 項 目 で は 、T T P や M T T と 同 様 に 造 影 剤 到

達 後 の 経 過 時 間 に 依 存 す る パ ラ メ ー タ ー で あ る W i d t h が S P E C T と

の 有 意 な 相 関 傾 向 を 示 し て い る 。AT は 造 影 剤 到 達 時 間 を 示 す が 、こ

れ は 解 剖 学 的 な 血 管 長 に 依 存 し て い る と 考 え ら れ S P E C T と の 相 関

は え ら れ な か っ た 。 ま た W i R と A U C の 、 濃 度 が 影 響 す る パ ラ メ ー

タ ー で も S P E C T と の 有 意 な 相 関 は え ら れ な か っ た 。 こ れ は 上 行 大

動 脈 内 で 発 射 し た 造 影 剤 が そ の と き の 心 拍 出 量 の 影 響 を 受 け る た め

に 造 影 剤 の 濃 淡 が 一 定 に な っ て い な い た め と 考 え ら れ 、 今 後 心 機 能

を 考 慮 し た 検 討 が 必 要 で あ る 。  

 頚 部 内 頚 動 脈 の 単 純 な 狭 窄 度 の 評 価 の み で は 頭 蓋 内 で の 側 副 血 行

の 発 達 の 程 度 が 勘 案 さ れ ず 、 し ば し ば 実 際 の 脳 血 流 状 態 と の 解 離 が

生 じ る 。 今 回 我 々 が 用 い た 手 法 で は 、 上 行 大 動 脈 内 で 発 射 さ れ た 造

影 剤 の 灌 流 状 態 を 関 心 領 域 で 評 価 し て い る た め 、 頭 蓋 内 に 入 る す べ

て の 血 管 の 血 流 が 含 ま れ て お り 、 側 副 血 行 の 発 達 の 程 度 を 含 め た 評

価 が 可 能 で あ る 。  

 内 頚 動 脈 狭 窄 症 に お い て 、P E T や S P E C T で の 高 度 の C V R 低 下 は

虚 血 性 脳 卒 中 の リ ス ク と な る こ と が よ く 知 ら れ て い る 5 ,  6 。 ま た 、

A C Z 負 荷 へ の 反 応 性 低 下 は 頚 動 脈 内 膜 剥 離 術 、頸 動 脈 ス テ ン ト 留 置



術 後 の 過 灌 流 の 予 測 因 子 と さ れ て い る 1 - 4 た め 病 態 評 価 、 術 前 精 査

に こ れ ら の 検 査 が 通 常 行 わ れ て い る 。し か し P E T を 施 行 で き る 施 設

は 限 ら れ て お り 、 A C Z は 重 篤 な 副 作 用 も 報 告 さ れ て い る 7 ,  8 。

2 D - p e r f u s i o n で C V R 評 価 が 代 替 可 能 で あ れ ば 、 P E T が 行 え な い 施

設 や 、 A C Z の 副 作 用 の リ ス ク が 高 い 症 例 で は 、 こ れ ら の 検 査 を 省 略

す る こ と も で き う る 。  

 2 D - p e r f u s i o n は 血 管 撮 影 中 に 行 え る 脳 血 流 評 価 法 で あ り 、 血 管 撮

影 に よ る 形 態 学 的 な 評 価 に 加 え て 機 能 的 な 評 価 を 患 者 を 移 動 す る こ

と な く 同 時 に 行 う こ と が で き る 。リ ア ル タ イ ム で の C V R 評 価 を 行 え

る こ と に よ り 、 血 栓 回 収 術 後 に 判 明 し た ア テ ロ ー ム 性 狭 窄 病 変 の 治

療 適 応 ・ 時 期 の 判 断 や 、 頸 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 後 の 過 灌 流 リ ス ク を

直 前 に 評 価 し た う え で 厳 重 な 対 策 を 講 じ る こ と も 可 能 と 考 え ら れ る 。 

 た だ し 、 本 研 究 に は い く つ か の 制 約 が あ る 。 ま ず 、 本 解 析 法 で 評

価 が 可 能 な の は 片 側 病 変 に 限 ら れ る 点 で あ る 。 病 側 と 健 側 と の 比 を

と る 手 法 は 、 絶 対 値 評 価 の 際 に 生 じ る 様 々 な 交 絡 因 子 を 除 外 で き る

メ リ ッ ト が あ る 。 し か し 、 動 脈 硬 化 性 病 変 で あ る 内 頚 動 脈 狭 窄 症 で

は し ば し ば 対 側 に も 狭 窄 病 変 が 生 じ て お り 、 本 研 究 で の 解 析 手 法 が

と れ な い 場 合 が あ る 。 次 に 、 2 D - p e r f u s i o n は 体 動 の 影 響 を 非 常 に 受

け や す く 、 撮 像 中 の わ ず か な 体 動 で 解 析 の 精 度 が 著 し く 低 下 す る 。

こ の た め 、 2 D - p e r f u s i o n の 撮 像 を 行 う 直 前 に は 、 高 用 量 の 造 影 剤 が

注 入 さ れ る た め 胸 部 中 心 に 違 和 感 が 生 じ る 可 能 性 を 十 分 に 伝 え 、 唾

液 を 飲 み 込 ん だ り 咳 を し た り す る こ と が な い よ う 声 掛 け を 行 う こ と

が 重 要 で あ る 。 ま た 腎 機 能 障 害 で 造 影 剤 の 使 用 量 に 制 限 が あ る 患 者

で は 撮 像 そ の も の が 行 え な い 場 合 が あ る 。 た だ し 、 自 験 例 で は 軽 度



腎 機 能 障 害 が あ る 場 合 に 造 影 剤 使 用 量 を 減 少 さ せ る た め に 、 1 . 5 倍

に 希 釈 し た 造 影 剤 で 行 っ た 2 D - p e r f u s i o n 撮 像 で も 解 析 に 十 分 な 画

像 が え ら れ て い る 。  

 

「 結 語 」  

 片 側 頚 部 内 頚 動 脈 狭 窄 症 に お い て 2 D - p e r f u s i o n 解 析 で 高 度 循 環

予 備 能 低 下 領 域 の 程 度 を 予 測 で き う る 。  

 

「 利 益 相 反 の 開 示 」  

 筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 に 利 益 相 反 は な い 。   
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＜ F i g u r e  L e g e n d＞  

F i g u r e .  1   

A .  2 D - p e r f u s i o n 撮 像 で 得 ら れ た 画 像 。正 中 線 を 設 定 し 、両 側 の 中 大

脳 動 脈 領 域 に 対 称 と な る 楕 円 形 の 関 心 領 域 を 設 定 。  

B .  時 間 ― 濃 度 曲 線 か ら え ら れ る パ ラ メ ー タ ー 。黒 点 は 曲 線 の 中 間 点

を 示 す 。 造 影 剤 の 到 達 時 間 （ A r r i v a l  T i m e： AT）、 造 影 剤 の ピ ー ク 到

達 時 間 （ T i m e  t o  P e a k： T T P）、 造 影 剤 の 充 満 速 度 （ W a s h - i n  R a t e：

W i R）、造 影 剤 の 滞 留 時 間（ W i d t h）、造 影 剤 の 到 達 量（ A r e a  U n d e r  t h e  

C u r v e： A U C）、 造 影 剤 の 充 満 時 間 （ M e a n  T r a n s i t  T i m e： M T T）。  

F i g u r e .  2  

A .  r T T P と S t a g eⅡ + I .  R < - 3 0 %の 領 域 の 散 布 図 、 近 似 直 線 。  

B .  r M T T と S t a g eⅡ + I .  R < - 3 0 %の 領 域 の 散 布 図 、 近 似 直 線 。  

I .  R： I n c r e a s e  R a t i o ,  T T P： T i m e  t o  P e a k ,  M T T： M e a n  T r a n s i t  T i m e  

F i g u r e .  3  

代 表 症 例 （ Ta b l e .  1 の N o .  3）  

A .  右 総 頚 動 脈 撮 影 側 面 像 。内 頚 動 脈 起 始 部 に 高 度 狭 窄 あ り 、末 梢 の

内 頚 動 脈 は 虚 脱 し て い る 。 N A S C E T の 狭 窄 率 は 9 5％ 。  

B .  2 D - p e r f u s i o n 撮 影 を 行 い 、 関 心 領 域 で 描 か れ た 時 間 ― 濃 度 曲 線 。

実 線 ： 健 常 側 （ 左 側 ）、 点 線 ： 病 変 側 （ 右 側 ）。  

C .  S t e r e o t a c t i c  e x t r a c t i o n  e s t i m a t i o n 解 析 で え ら れ た 画 像 。 右 側 で

は S t a g eⅡ と I n c r e a s e  R a t i o < - 3 0 %の 領 域 が 広 が っ て い る 。  

F i g u r e .  4  

S t a g eⅡ + I .  R < - 3 0 %の 領 域 が 9 %を 超 え る 症 例 を 抽 出 す る R O C 曲 線  

A .  r T T P で の R O C 曲 線  



B .  r M T T で の R O C 曲 線  

R O C ： R e c i e v e r  O p e r a t o r i n g  C h a r a c t e r i s t i c ,  T T P ： T i m e  t o  P e a k ,  

M T T： M e a n  T r a n s i t  T i m e  

 



rTTP rAT rMTT rAUC rWiR rWidth StageⅡ +

I. R< -30%
CVR in

whole MCA
1 69 M R 76 1.07 1.03 1.07 1.46 1.23 1.16 3.7 17.0
2 74 M R 86 1.21 1.14 1.23 1.15 0.78 1.22 23.6 5.2
3 70 M R 95 1.43 1.25 1.48 1.11 0.52 1.53 57.1 -3.7
4 76 M R 91 1.31 1.18 1.29 1.16 0.75 1.22 35.9 -7.8
5 76 M R 70 1.13 0.94 1.09 1.32 1.16 1.04 14.8 30.8
6 73 M L 64 1.00 0.97 1.03 1.06 1.04 1.07 0.2 30.8
7 56 M L 55 1.08 0.94 1.04 0.88 0.81 1.00 1.0 58.1
8 64 M R 62 1.18 1.15 1.21 1.33 0.88 1.19 73.1 -1.5
9 75 M R 70 1.06 1.18 1.03 0.86 0.82 0.98 1.8 39.2
10 74 F R 53 1.03 1.08 1.03 1.11 1.04 1.02 0.0 91.2
11 77 M R 54 1.00 1.07 1.00 1.09 1.00 1.16 1.6 36.9
12 60 F R 76 1.10 1.16 1.09 1.20 0.98 1.05 0.6 56.5
13 87 M R 76 0.85 1.15 0.89 0.76 1.00 0.98 9.2 -3.4
14 77 M R 80 1.14 1.19 1.16 1.25 0.90 1.18 10.7 10.7

SPECT(%)
Table. 1  Characteristics of all patients

AT, arrival time; AUC, area under the curve; CVR, cerebrovascular reserve; MCA, middle cerebral artery; MTT, mean transit time;
NASCET, North American Symptomatic Carotid Endarterectomy Trial; SPECT, single photon emission computed tomography; TTP,

2D-perfusion
Case Age

(y.o.) Sex Affected
side

Degree of stenosis
in NASCET (%)



rTTP rAT rMTT rAUC rWiR rWidth
StageⅡ + I. R< -30% 0.75* 0.43 0.72* 0.41 -0.50 0.65*
CVR in whole MCA area -0.54* -0.44 -0.57* -0.31 0.38 -0.67*

2D-perfusion
Table. 2  Spearman correlation coefficient between the relative (r) parameters of 2D-perfusion and SPECT

SPECT

*Statistically significant.
AT, arrival time; AUC, area under the curve; CVR, cerebrovascular reserve; I .R, increase ratio; MCA, middle
cerebral artery; MTT, mean transit time; SPECT, single photon emission computed tomography; TTP, time to peak;
WiR, wash-in rate;
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